
2022年 9月・ 2023年 4月入学試験

大学院創造理工学研究科修士課程

建設工学専攻

2022. 9.22_o_e 

1 問題表紙 I 

◎問題用紙が」竺ページあることを試験開始直後に確認しなさい。

◎解答用紙が」し枚綴りが-L雇Lあることを試験開始直後に確認しなさい。

a. 試験科目は以下の通りである。

(1)構造力学

(2)コンクリート構造学（コンクリート工学を含む）

(3)水理学

(4)水工学

(5)水環境工学（環境工学を含む） I各科目 2題ずつ，合計 18題が出題される。

(6)土質力学

(7)都市・地域計画

(8)交通計画

(9)景観・デザイン

b. 前記のうち 3科目 (6題）を解答するものとする。ただし，以下の通り各自が志望する部門に該当

する科目のうち 1科目 (2題）は必ず選択しなさい。

社会基盤部門

環境・防災部門

計画・マネジメント部門

構造力学

コンクリート構造学 （コンクリー ト工学を含む）

水理学

水工学

水環境工学（環境工学を含む）

土質力学

都市・地域計画

交通計画

景観・デザイン

C. 解答用紙の所定の欄に，受験番号，氏名，部門名，選択した科目と問題用紙を記入しなさい。

d. 解答には解答用紙 1枚に 1題ずつ書きなさい。

e. 電卓の使用を許可する。



No. [TI/ [i句
2022年9月・ 2023年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 構造力学

‘“`[~] 
以下の(1),..._,(2)の問いに答えよ。なお，解答用紙には答えのみではなく，主要な（全て記述する必要は

ない）答えの導出過程も記述すること。 ・

(1)固ー1に示すラーメンABCDEについて，集中荷重Pが作用するときのE点の水平方向変位 6いを

求めよ。ただし，ラーメン全ての部材の曲げ剛性はEIとし，水平方向変位0E 1はX軸正の方向を

正とする。なお，せん断力と軸力による変位は無視する。
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図ー1

(2)図ー2のようにラーメンABCDEのAとEをばね定数Kのばねで結んだとき，集中荷重Pが作用す

る場合のばねAEの張力TAEと水平方向変位OEを求めよ。ただし，ラーメンの全ての部材の曲げ

剛性はEIとし，水平方向変位いはX軸正の方向を正とする。なお，せん断力と軸力による変位は

無視する。
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No.]と／正
2022年9月・ 2023年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 構造力学

-----------------

問題番号［／］
図ー 1' 図ー2に示すように，平面トラスの節点 Bに集中荷重 Pが作用している。図ー 1, 図ー2に示す

平面トラスについて，以下の (1)~ (3)の問いに答えよ。ただし，図ー 1' 図ー 2の平面トラスを構成する

全ての部材の伸び剛「生は EAであり，軸力は引張力を正とする。

なお，解答用紙には解答のみだけでなく，主要な（全て記述する必要はない）解答の導出過程も記述

すること。

(1)図ー 1の平面トラスについて，部材ABの軸力ぬ，部材BCの軸力地C, 部材BDの軸力 /lfo,部材 CD

の軸力尼。を求めよ。

(2)図ー 1の平面トラスについて，節点 Dの鉛直方向変位ふを求めよ。ただし，鉛直方向変位は下向

きを正とする。
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図ー 1

(3) 図ー2の平面トラスについて，支点反力胤部材 BCの軸力厖，部材 BDの軸力伯を求めよ。た

だし，支点反力％は図ー2に示す向きを正とする。
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図ー2



No．丘il/ii
2022年9月・ 2023年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： コンクリート構造学（コンクリート工学を含む）

ー、五可ロ-•一·-------------------------

(1)積雪寒冷地に置かれるコンクリート橋の耐久性を向上させるための方法を，考慮すべき劣化機構を
明確にした上で述べさない。

(2)フレッシュコ ンクリ ー トの流動性に影響を及ぼす要因を挙げなさい。また，流動性を改善させるた
めの方法をその理由とともに述べなさい。なお，方法は 3つまでとする。

(3)以下に示す用語を簡潔に説明しなさい。
a) 初期欠陥
b) 再生骨材コンク リート
c) 空隙構造



No. [A:=]／し亙
2022年9月・ 2023年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： コンクリート構造学（コンクリート工学を含む）

問題番号［口］
図ー1に示す複鉄筋RC断面について，以下の問いに答えなさい。ただし，各諸量は次の通りとする。

圧縮鉄筋・引張鉄筋の降伏強度./2v=300N/mm2 

圧縮鉄筋・引張鉄筋のヤング係数Es=200 kN/mm2 

コンクリートの庄縮強度Jc'=24N/mm.2 

コンクリートのヤング係数Ee=25 kN/mm2 

断面の曲げ破壊は，圧縮縁のコンクリートひずみが 0.0035に達したときに生じると仮定してよく ，そ

の際， コンクリートの圧縮合力は，等価応カプロック (0.8SJ;X 0.8x) を用いて計算してもよい。

(1) この断面の軸圧縮耐力を求めなさい。

(2) 断面に軸力が作用していないとき，断面が曲げ破壊するときの曲げモーメント（終局曲げモーメ ン

ト）を求めなさい。

(3) 釣り合い破壊をもたらす軸圧縮力と曲げモーメン トの組み合わせを求めなさい。

(4) 図ー2は，鉛直荷重Pと水平荷重Hを同時に受ける逆 L型 RC柱である。この柱部 （長さ 8m)と

梁部（長さ 3m)でともに図ー1の断面を使用したとき，柱部および梁部はそれぞれ曲げに対する安

全性を確保できるか？ 理由とともに答えなさい。なお，曲げに対する安全性は，荷重PとHによ

って生じる軸力と曲げモーメントによって曲げ破壊が生じないことで確保されるとする。この検討

において，自重およびせん断力の影響は無視してよい。

k
 

300mm 

斗

H=  10 kN |←竺寸＝ 15kN 

． コ三m-;-下
圧縮鉄筋

300mm 

引張鉄筋 500mm2． I w 

図ー1 複鉄筋RC断面 図ー2 逆 L型 RC柱



No□5] ／ 圧国
2022年9月・ 2023年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

水理学科 目 名：

.. ----------------- -----

問題番号［口ニ］
図のような U字型に湾曲した区間を含む円形管路の中を水が流れている。管路の断面積は，出口付近

のノズJレの部分を除き一定であり，これを aとする。ノズルの先端部の断面積は aoである。湾曲部は

180度にわたって続くとし，その中心軸の半径を Rとする。上流端から湾曲部の入口までの区間，なら

びに湾曲部の出口からノズルに接続する断面までの区間はそれぞれ直線管路となっており，それぞれの

長さを L1とおよびL2とする。ここでは， x軸を水平面上にとり右向きを正とし， z軸をこれに垂直にと

り重力と反対向きを正とする。いま，一定流量Qの流れが断面 1を右向きに通過し，最終的には断面 2

のノズ）レの先端から大気中に流出している。このとき，以下の問いに答えなさい。水の密度をp,重力加

速度を g,摩擦損失係数をfとし，その他の変数は必要に応じて各自で定義して使用すること。 Rは管路

の内径Dに比べて十分大きいと考えてよい。

(1)絶対圧力とゲージ圧力の違いについて説明しなさい。

(2)この管路内の流れを解く上で考慮すべき損失水頭をすべて挙げ，評価式を提示しつつそれぞれにつ

いて説明しなさい。

(3)摩擦損失係数fとマニングの粗度係数nの関係について知るところを述べよ。

(4)断面 1での平均速度ならびに圧力の値(u1,p1)，ならびに断面 2での値(u2,p2)を表す式を導きなさ
vヽ

(5)この管路が動き回らないようにするには， xならびに z軸方向にどれだけの力で固定する必要がある

か。各方向の力の大きさ (Fx,Fz)ならびに方向を求めなさい。
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No. []] / [ii] 
2022年9月・ 2023年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科 目名 ： 水理学

問題番号［：］

水理学に関して下記の問いに答えよ。（必要な記号で，問題文で定義されていないものについては，自

ら定義すること。）

(1)水理学において用いられる質量の保存則，運動量の保存則，エネルギーの保存則はそれぞれどのよ

うなものか。数式などを用いて説明せよ。互いの間に関係性があれば，それについても言及すること。

(2)一般に跳水はどのような状況で発生するのか述べよ。次に下図に示すような跳水において，跳水

前後の水深 (h1とh2) の関係式を求めよ。 C点の圧力水頭を h。とする。また，幅はb，流量は Q とす

る。

’’'" h1 h2 → 

A ー

ア / ／ / 

II B 
圧力水頭

ho 



問題番号［ロロ

2022年 9月・ 2023年 4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 水工学

No.[1□/[TI] 

近年，地球規模での気候変動が進行し，気象の極端化や気温の上昇，海水位の上昇などが進みつつあ

ると言われている。これに伴い発生する流域の水環境・水防災に関わる以下の問いに答えなさい。

(1)近年使われるようになった「極端気象」という言葉に込められた昨今の気象の特徴について説明し

なさい。

(2)河川では「塩水くさび」と呼ばれる現象が生じている。これは気候変動が心配されるようになる前

から生じている現象であるが，これはどのような現象であるか。明確に説明しなさい。また，「塩水

くさび」の影響が現れる河川区間のことを何と呼ぶか。さらに，この区間は，「流域内の降雨量の増

減」ならびに「海水位の上昇・下降」に伴ってどのように変化するか。説明しなさい。

(3)気候変動が進んでいくとすると，この現象ゆえに流域の水環境にどのような影響が出ると予想され

ているか。これについて知るところを述べなさい。



問題番号[:]

2022年9月・ 2023年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 水工学

No.[[]／圧亙］

水工学に関して下記の問いに答えよ。（必要な記号で，問題文で定義されていないものについては，自

ら定義すること。）

(1) 海洋の波は沿岸付近では，水深の減少に伴って変形する。変形の内，浅水変形と屈折はどのよ うな

現象であるか，図や数式を適宜用いて説明せよ。

(2) 南アメリカのチリ沖で発生した津波は 1960年，2010年の例に見られるように日本の東北地方沿

岸に到達することがあるが，その理由を説明せよ。また，津波が伝播する海域は一様に水深が

4, 500m，チリから東北までの伝播距離を 17,000Kmとして，津波発生から何時間で東北地方の海

岸に達するかを算定せよ。



問題番号「：□］

2022年9月・ 2023年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 水環境工学（環境工学を含む）

環境基準に関する以下の問いに答えなさい。

No．旦り／圧国

1) 公共用水域の環境基準（健康項目）と水道水の水質基準との関係について説明しなさい。

2) 物質Aは，非発がん性物質である。当該物質の基準値が達成されていれば，健康障害は生じないと

する根拠について説明しなさい。

3) 物質 Bは，発がん性物質である。スロープファクターが 0.2 (kg • day • mg―l)，慢性的に体内に取り

込まれる量が 1.5 • 10―5 (mg • kg―t. day-1)であった。生涯発がん確率を求めなさい。

4) 3)の計算結果を水道水に対する発がんリスクと比較しなさい。

5) 3)の推定法の問題点について述べなさい。



問題番号［三二］

2022年9月・ 20 2 3年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 水環境工学（環境工学を含む）

No.[匂／ ii

河川水の生物化学的酸素要求量 (BOD) と溶存酸素(DO)に関する以下の問いに答えなさい。

1) ある河川に BODを含む排水が流入している。その地点から，下流方向 xに対して BODとDOがどの

ように変化するか，図を用いてその概略を示しなさい。

2) BODとxの関係が 1)で示した分布となる理由を述べなさい。

3) 同様に， DOとxの関係が 1)で示した分布となる理由を述べなさい。

4) 1)で示した DO分布と飽和溶存酸素濃度との関係について説明 しなさい。

5) 地球温暖化により河川水温が上昇した。河川流量および流入 BOD負荷は同じとして， 1）で示した

BOD分布はどのように変化するか述べなさい。



No.[Il ／ [ 
2022年9月・ 2023年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科 目 名： 土質力学

----------------------------． 

問題番号［口ニ］

以下の土の透水および圧密に関する問いに答えなさい。

1. 土の透水係数を求める試験方法は，数多くある。一般的に実施される 3種類の透水試験について，

「土の分類」と，それに適した「透水試験法の名称」を正確に関係づけて，論じなさい。図を描い

て説明しても良い。

2. 図 lは，ある透水試験の測定方法と測定時の条

件を示している。図 1中の凡例に示す記号を活

用して，「スタンドパイプの流入量」と 「供試体

中のダルシーの法則に基づく流速」との関係の

微分方程式を示し，それを起点に透水係数を算

定する式を誘導しなさい。

3. ダルシーの法則で示される流速は，ダムなどの

漏水量予測に大いなる貢献をしてきた。一方，

近年では，放射性廃棄物や産業廃棄物の処分施

設の遮水層の設計にも活用されているが，これ

らの遮水性能を評価するには，ダルシーの法則

で示される流速では不十分であることも指摘さ

れている。その理由を，次の用語「ダルシーの

法則で規定される流速」，「土粒子部分の断面積」，

「有効な間隙」，「実際の流速」を用いて，士中

の模式図を必ず描きながら論じなさい。

！二槽
"." 9 9．ー＇’E=r 9,̂’’ ―’  

L 

；供試体の長さ
＇：供試体の断面積
I'：スタンドパイプの断面積
，：時刻t1における水位差

2 :時刻t2における水位差
し板

図 l

4.粘土の一次圧密と二次圧密の違いについて，

用いて，説明しなさい。

「過剰間隙水圧」， 「消散」， 「有効応力」の技術用語を

5. テルツァーギの一次元圧密方程式を以下の事項に注意して誘導しなさい。「土要素」を必ず描き，

それに①流入・流出する水の挙動，②土要素の圧縮性，そして，③水の挙動と土要素の圧縮性の間

に成立する法則を示し，これら 3つの事項を定式化して，テルツァーギの一次元圧密方程式を誘導

すること。



No.Cu]/ [国

問題番号［口□l

2022年9月・ 2023年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 土質力学

下図に示すような粘士の飽和単位体積重量Ysat(kN/mり，間隙比 eo=log3, 水の単位体積重量Yw(kN/mりで

ある水平な均一飽和粘土地盤を考える。なお，粘土の破壊を支配する限界状態モデルは， q=(4!3)p',

e=log(3po/16)-logp'(poは正の定数 logp'はp'の自然対数）で与えられる。地表面 (x-y平面）に鉛直下向

きの集中荷重 Q(kN)が作用した時の地盤内の応力と破壊に関して，下記の問いに Ysat, Yw, d, Q, po, 冗

を用いた文字式により答えよ。

なお，粘土地盤を一様な弾塑性体と仮定すると，図(b)に示すように原点に鉛直下向きに働く集中荷重

Q(kN)により，粘土地盤内の z軸上 z=d(m)に中心をもつ大きさが無視できる円柱形の単位要素Pに作用

する z軸方向の垂直応力増分△叩 z軸を中心とする半径 r方向の垂直応力増分△O'rは，それぞれ集中

荷重Q(kN)，単位要素 Pの中心点座標（0, 0, d) (dは正の定数）を用いて次式①，②のように表すこと

ができる。なお，せん断応力増分△'Czr＝△'Crz=Oである。ただし，単位要素に作用する垂直応力叫ま，圧縮

を正，引張を負とし，いま円周率である。

3Q l 
ふ叫＝ー・一— .．． ① 

2冗 d2
，△叩＝

Q I 
---·—.．．② 
12冗 d2

Q(kN) 

＼ 

y(m) y(m) 

om G幻十△cr,

ayO 

(J,o (JzO十△叩

こ(m)
(a) 

z(m) 
(b） 

I．図（a）に示すように集中荷重 Q(kN)が作用しない状態を考える。

(1)単位要素 Pに作用する粘土の自重による z軸方向の垂直全応力 Gzo,x軸方向の垂直全応力 6x0,L鯉
方向の垂直全応力叩，間隙水圧uoを求めよ。ただし，粘土地盤は静止土圧状態で静止土圧係数函＝1で

あり，静水圧状態とする。

(2)単位要素Pに作用する粘土の自重によるz軸方向の垂直有効応力O'zo,x軸方向の垂直有効応カ(J’xo,

v軸方向の垂直有効応力 6'凶を求めよ。

II図 (b)に示すように，原点に鉛直下向きに働く集中荷重 Q(kN)を作用させた。

(1)粘土の自重を考慮した時に，単位要素 Pに作用するz軸方向の垂直全応力叩 x軸方向の垂直全応

立 'y軸方向の垂直全応力 Gvを求めよ。またこの時に，単位要素 P に作用する乎均全主応力

p=（Gl+6辻G3)/J_，主応力差q=61吋 3をそれぞれ求めよ。
(2)集中荷重 Qを粘土の透水係数と比較して十分に速い速度で増加させて，単位要素Pを非排水状態

で破壊させた。この時の間隙比 eu，平均有効主応力 p'u，主応力差 q19，集中荷重 0Uを求めよ。



問題番号［ロニl

2022年9月・ 2023年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 都市・地域計画

No.[!困／し五］

1)都市計画の目的の一つに自然災害による各種被害の軽減がある。都市災害のリスクは，

①発生する災害の大きさ，②暴露量，③脆弱性，④対応カ・回復力，がその要因と考えられる。

上記の4つの要因の中で，都市計画が影響を与えうる要因がどれであるかを明示し，都市災害リスクを

低下させるために，都市計画からどういったアプローチができるかを説明しなさい。

2)関東大震災は 10万人を超える死者と， 46万戸を超える住宅の滅失という大被害をもたらした。関

東大震災後の帝都復興計画では，これらの被害を受けて，具体的にどういったことが行われたのかを，

地震による被害の防止という観点から簡単に説明しなさい。



2022年9月・ 2023年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 都市・地域計画

No.U / [!国

―--- ------ -――------ ------------------------------------- ---------------------------------- ------ ----- - --- ---

問題番号[:/］

1)東京一極集中が，日本の国土・地域計画で問題となっているが，大都市への集中にはメリットとデ

メリットがある。都市への集中のメリットとデメリッ トをそれぞれ2点あげて，それぞれを簡単に解説

しなさい。

2) 2015年に定められた第二次国土形成計画は，東日本大震災などの経験を踏まえて，「対流促進型国

士」形成の計画と位置付けられた。人口減少に対応する地域構造として 「コンパクト＋ネットワーク」

が推奨されている。この「コンパクト＋ネットワーク」はどのような地域・都市構造であるかを簡単に

解説しなさい。



-------------------・ 

問題番号［口ニ］

2022年9月・ 2023年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 交通計画

No. [IT]/ [I亙］

交通計画を立案する際に検討される交通需要の推定方法やマネジメントについて，以下の問いに答え

なさい。

(1) 交通需要推計における四段階推定法の 4つの段階を示 し，トリップエンドモデルとト リップイン

ターチェンジモデルの違いを説明しなさい。

(2) 交通需要マネジメント (TDM) とモビリテイマネジメントについて，具体的な施策を例示して両

者の違いを説明しなさい。



問題番号［三］

2022年9月・ 2023年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 交通計画

No. [ii]/ [亙］

近年，激甚化する自然災害に対して持続可能な都市のあり方が問われている。交通計画の視点で今後

の都市および交通政策について，以下の問いに答えなさい。

(1) 災害リスクの低い場所に居住地を誘導することが望ましいが，日本において具体的にどのような

都市政策が実施されているか説明しなさい。

(2) 情報通信技術を活用したスマートシティが果たすべき役割を述べ，安全・安心なまちづくりを進

める上で，都市と交通のあり方について述べなさい。



2022年 9月・ 2023年 4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 景観・デザイン

No. [TI] / [i瓦

...•一-- 企- ------------— “~ --- - ----------------------------- --------- ---
問題番号［〗二］

都市内の街路およびバイパスなどをはじめとする郊外の道路景観を考える際に，看板は主要な構成要素

となる。屋外の広告物，看板の景観に関わる以下の設問に，簡潔に答えなさい。

1) 看板が景観の阻害要因となることが多いが，その理由について，以下の用語すべてを用いて説明し

なさい。具体的な場所を想定した上で述べてもよい。

「彩度」「図と地J「スカイライン」

2) 屋外広告物の規制に関わる事項を定めた法律として 「屋外広告物法」がある。これに関する以下の

記述について，内容が正しければ0を，正しくなければXをつけ，簡単にその理由を述べなさい。

①屋外広告物の規制内容は法律によって全国一律に定められている。

②屋外広告物は景観上重要な要素なので景観法にもとづく景観計画のなかでコン トロールできる。

③屋外からみえる看板やサインはすべて屋外広告物である。

3) 看板はまちを魅力的にする要素でもある。駅前の商店街を想定して，看板を景観向上のために活用

する効果的な取り組み方法や内容を具体的に述べなさい。



問題番号［口□］

2022年9月・ 2023年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 景観・デザイン

No. [ii]/ [函

近年の激甚化する災害は，都市および地域の景観を大きく変化させる。災害からの復興や安心安全なま

ちづくりにおいて，景観をどのように考えていくかは重要な課題である。これに関する以下の設問に，

簡潔に答えなさい。

1) 2011年の東北地方太平洋沖地震によって起きた津波災害（東日本大震災）からの復興事業のなかか

ら具体的な事例をひとつ取り上げ，その景観について概要を述べるとともに，それに対する自分の

考えを述べなさい。

2) 今後想定される様々な災害に対する事前復興の重要性が認識され，各地で検討が進んでいる。事前

復興の具体的な計画を立てる際に，対象地域の景観については， どのような調査やデータを用いて

計画に活かしていくことが期待されるか， 自分の考えを述べなさい。
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